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研究概要＊ 

【目的】 
 多職種での栄養介入は早期栄養開始を実現しているが、消化管

不耐症による栄養中断や、低いエネルギー充足率など栄養開始後

の問題も山積している。そこで栄養中断を回避し、早期のエネル

ギー充足を目指して経腸栄養プロトコル（以下プロトコル）を作

成した。その導入後の効果を検討する。 
【方法】 
 研究対象は 2020 年 4 月～2023 年 3 月までに ICU に入室し、

経腸栄養を開始する全 140 例とし、プロトコル導入前を A 群、

導入後をB 群に振り分けた。 
ICU 入室 48時間以内に腸管使用の可否と経腸栄養開始時のプロ

トコル使用を医師に確認した。除外患者は消化管機能不全と血行

動態不安定の 2 項目のみとした。目標エネルギー量と栄養剤は主

治医又は NST が決定した。消化管不耐症の有無を確認し、プロ

トコルに沿って投与速度や量を調整し1週間以内の目標達成に向

け毎日カンファレンスで検討した。観察項目は年齢、性別、重症

度スコア（SOFA スコア）、経腸栄養開始時期、24 時間及び 48
時間以内の経腸栄養開始割合、70％エネルギー充足期間、入院期

間とし、両群間の統計処理をExcel 統計分散が等しくないと仮定

したｔ検定で実施し、ｐ値＜0.05 で有意差ありとした。また経腸

栄養患者の経口摂取移行も同時に調査し単純集計後比率処理し



た。 
【結果】 
 1 週間以内の 70％エネルギー充足達成率は平均 42.5％から

67.6％に上昇しｐ値 0.0457 と有意差を認めた。また充足達成日

数も 9.02 日から 4.78 日へ短縮した。臨床経過では平均在院日数

や死亡率に有意な改善は認めなかった。経腸栄養患者の経口摂取

移行率は 31.5％から 34.33％へ軽度上昇がみられた・ 
【考察】 
プロトコル使用は栄養処方の早期実現と速やかなエネルギー充

足に効果があったと考える。またエネルギー充足により経腸栄養

患者の経口摂取移行は僅かに上昇し、口腔フレイル予防に寄与し

た可能性がある。 
【結論】 
プロトコルの使用は経腸栄養開始までの日数短縮と、エネルギー

充足の速やかな達成に寄与した。 
倫理的配慮・個人情報

の保護の方法について

＊ 

本研究では発表にあたり、データ処理では記号化して個人が特定

されないよう配慮し、研究発表により患者への不利益が生じない

よう配慮した。 
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